
①福津市学童保育所の現状と課題について

 6 . 中村 清隆 ・・・・・・・・ P11

①交通安全対策の推進を
②地域交通体系の今後の対策は
③通信運搬費削減の取組みは

 7 . 井上 聡 ・・・・・・・・・ P12

①行財政改革と総合計画について
②審議会について
③人事について

 9 . 横山 良雄 ・・・・・・・・ P13

①地域の活性化について
②空き家対策について

 8 . 榎本 博 ・・・・・・・・・ P12

①農業・漁業・商業の振興対策について
②国民宿舎・消防学校跡地について
③福津市景観条例について

10. 永島 直行 ・・・・・・・・ P13

①津屋崎千軒通りに公衆トイレの設置を
②水溜まりで通行困難な生活道路の改良・舗装
を
③潮湯の里夕陽館について

11. 大久保 三喜男 ・・・・・・ P14

ここが
聞きたい 一般質問

一般質問の内容をインターネット動画
で見ることができます。検索方法は、
裏表紙をご覧ください。
公開は、平成３０年４月７日までです！

江上　隆行
えがみ たかゆき

硴野　九州男
かきの く　す　お

問問
　
国
の
議
院
内
閣
制
と
違
い
、
地
方
は

首
長
と
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
有
権
者
か
ら

選
挙
で
選
ば
れ
る
二
元
代
表
制
で
あ
る
。

本
制
度
の
市
長
の
基
本
的
認
識
は
。

　
二
元
代
表
制
の
特
徴
は
、
首
長
と
議

会
が
相
互
の
抑
制
と
均
衡
に
よ
り
、
緊

張
関
係
を
保
ち
、
対
等
に
自
治
体
運
営

の
基
本
方
針
を
決
め
、
議
会
は
執
行
を

監
視
し
、
政
策
提
言
を
通
し
て
政
策
形

成
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
地
方
議
会
に
与
党
と
野
党
と
い
う
概

念
は
あ
る
か
。

　
地
方
は
議
院
内
閣
制
で
は
な
い
の

で
、
与
党
、
野
党
は
な
い
。

答

▼
市
長
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
基
本
的
認

識
は

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
認
識
は
。

　
市
民
が
訪
れ
や
す
い
市
役
所
と
明
る

く
風
通
し
の
よ
い
市
政
を
め
ざ
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
、
さ
ら
に
広

く
深
く
研
究
検
討
を
進
め
た
い
。

　
市
民
は
自
分
達
が
納
め
た
税
金
の
有

効
活
用
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
関

心
が
あ
る
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
優
先

順
位
を
考
え
、
政
策
を
実
施
す
る
こ
と

が
行
政
経
営
の
目
的
で
は
な
い
か
。

　　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
し
な
い

よ
う
、
改
め
て
優
先
順
位
を
置
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

議
院
内
閣
制
で
は
な
い
の
で

「
な
い
」（
市
長
）

地
方
議
会
に
与
党
と

野
党
は
あ
る
か

問
　
福
間
体
育
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場
が

閉
館
中
、
駐
車
出
入
口
を
施
錠
し
て
い

る
。
平
成
23
年
開
設
か
ら
、
近
隣
住
民

も
利
用
し
て
い
る
。
体
育
館
利
用
者
に

つ
い
て
は
無
料
開
放
し
、
近
隣
住
民
に

は
一
部
有
料
で
開
放
を
。

　
常
時
駐
車
し
て
い
る
車
が
多
く
て
指

定
管
理
者
が
、
駐
車
禁
止
の
チ
ラ
シ
を

ワ
イ
パ
ー
に
挟
ん
で
様
子
を
見
て
い
た

が
違
法
駐
車
が
減
ら
な
い
。
指
定
管
理

者
と
協
議
を
行
い
施
錠
す
る
こ
と
に
し

た
。

　
体
育
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
が
優
先
で

あ
る
が
、
福
間
小
学
校
の
保
護
者
も
学

校
行
事
の
時
、
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

答

答問答
　
ス
ー
パ
ー
や
銀
行
の
駐
車
場
は
一
定

時
間
開
放
し
て
、
そ
の
後
は
有
料
に
し

て
い
る
。
有
料
駐
車
設
備
の
設
備
投
資

や
管
理
は
不
要
と
も
聞
く
。
検
討
し
た

ら
ど
う
か
。

　
福
間
体
育
セ
ン
タ
ー
は
施
設
利
用
の

公
平
の
確
保
と
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
の
観
点
か
ら
有
料
も
含
め
て
検
討
し

て
み
る
。

　
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
の
駐
車
場
も
閉

館
日
の
開
放
が
望
ま
れ
て
い
る
が
。

　
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
駐
車
場
は
、
管

理
運
営
を
指
定
管
理
者
が
行
っ
て
い
る

の
で
常
時
オ
ー
プ
ン
は
無
理
だ
が
、
閉

館
日
の
工
夫
は
協
議
す
る
。

状
況
把
握
し
て
有
料
に

で
き
る
か
検
討
す
る（
市
長
）

体
育
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

を
一
部
有
料
に

行政サービスとは何か？行政サービスとは何か？

有料駐車場有料駐車場

①行政サービスについて問う
②二元代表制について問う
③行政の継続性及び市政運営で見直す点につ
いて問う

 １ . 江上 隆行 ・・・・・・・・ P9

①福津市議会議員辞職の手続きについて
②津屋崎千軒なごみ及び福間体育センターの
駐車場管理について

 2 . 硴野 九州男・・・・・・・・ P9

①みんなですすめるまちづくりのために
②福津市複合文化センターについて
③通勤・通学路の安全確保について

 3 . 豆田 優子 ・・・・・・・・ P10

①師匠田の現状について
②不登校に対する取組みについて

 4 . 吉水 喜美子 ・・・・・・・ P10

①「福津市行財政集中改革プランの見直し」につ
いて

②子育て支援の充実・強化を
③住民サービスを支える市職員の働き方につい
て

④受動喫煙防止対策について

 5 . 戸田 進一 ・・・・・・・・ P11

答

問問 答答

問

0809

議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ

議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ



①福津市学童保育所の現状と課題について

 6 . 中村 清隆 ・・・・・・・・ P11

①交通安全対策の推進を
②地域交通体系の今後の対策は
③通信運搬費削減の取組みは

 7 . 井上 聡 ・・・・・・・・・ P12

①行財政改革と総合計画について
②審議会について
③人事について

 9 . 横山 良雄 ・・・・・・・・ P13

①地域の活性化について
②空き家対策について

 8 . 榎本 博 ・・・・・・・・・ P12

①農業・漁業・商業の振興対策について
②国民宿舎・消防学校跡地について
③福津市景観条例について

10. 永島 直行 ・・・・・・・・ P13

①津屋崎千軒通りに公衆トイレの設置を
②水溜まりで通行困難な生活道路の改良・舗装
を
③潮湯の里夕陽館について

11. 大久保 三喜男 ・・・・・・ P14

ここが
聞きたい 一般質問

一般質問の内容をインターネット動画
で見ることができます。検索方法は、
裏表紙をご覧ください。
公開は、平成３０年４月７日までです！

江上　隆行
えがみ たかゆき

硴野　九州男
かきの く　す　お

問問
　
国
の
議
院
内
閣
制
と
違
い
、
地
方
は

首
長
と
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
有
権
者
か
ら

選
挙
で
選
ば
れ
る
二
元
代
表
制
で
あ
る
。

本
制
度
の
市
長
の
基
本
的
認
識
は
。

　
二
元
代
表
制
の
特
徴
は
、
首
長
と
議

会
が
相
互
の
抑
制
と
均
衡
に
よ
り
、
緊

張
関
係
を
保
ち
、
対
等
に
自
治
体
運
営

の
基
本
方
針
を
決
め
、
議
会
は
執
行
を

監
視
し
、
政
策
提
言
を
通
し
て
政
策
形

成
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
地
方
議
会
に
与
党
と
野
党
と
い
う
概

念
は
あ
る
か
。

　
地
方
は
議
院
内
閣
制
で
は
な
い
の

で
、
与
党
、
野
党
は
な
い
。

答

▼
市
長
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
基
本
的
認

識
は

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
認
識
は
。

　
市
民
が
訪
れ
や
す
い
市
役
所
と
明
る

く
風
通
し
の
よ
い
市
政
を
め
ざ
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
、
さ
ら
に
広

く
深
く
研
究
検
討
を
進
め
た
い
。

　
市
民
は
自
分
達
が
納
め
た
税
金
の
有

効
活
用
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
関

心
が
あ
る
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
優
先

順
位
を
考
え
、
政
策
を
実
施
す
る
こ
と

が
行
政
経
営
の
目
的
で
は
な
い
か
。

　　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
し
な
い

よ
う
、
改
め
て
優
先
順
位
を
置
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

議
院
内
閣
制
で
は
な
い
の
で

「
な
い
」（
市
長
）

地
方
議
会
に
与
党
と

野
党
は
あ
る
か

問
　
福
間
体
育
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場
が

閉
館
中
、
駐
車
出
入
口
を
施
錠
し
て
い

る
。
平
成
23
年
開
設
か
ら
、
近
隣
住
民

も
利
用
し
て
い
る
。
体
育
館
利
用
者
に

つ
い
て
は
無
料
開
放
し
、
近
隣
住
民
に

は
一
部
有
料
で
開
放
を
。

　
常
時
駐
車
し
て
い
る
車
が
多
く
て
指

定
管
理
者
が
、
駐
車
禁
止
の
チ
ラ
シ
を

ワ
イ
パ
ー
に
挟
ん
で
様
子
を
見
て
い
た

が
違
法
駐
車
が
減
ら
な
い
。
指
定
管
理

者
と
協
議
を
行
い
施
錠
す
る
こ
と
に
し

た
。

　
体
育
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
が
優
先
で

あ
る
が
、
福
間
小
学
校
の
保
護
者
も
学

校
行
事
の
時
、
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

答

答問答
　
ス
ー
パ
ー
や
銀
行
の
駐
車
場
は
一
定

時
間
開
放
し
て
、
そ
の
後
は
有
料
に
し

て
い
る
。
有
料
駐
車
設
備
の
設
備
投
資

や
管
理
は
不
要
と
も
聞
く
。
検
討
し
た

ら
ど
う
か
。

　
福
間
体
育
セ
ン
タ
ー
は
施
設
利
用
の

公
平
の
確
保
と
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
の
観
点
か
ら
有
料
も
含
め
て
検
討
し

て
み
る
。

　
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
の
駐
車
場
も
閉

館
日
の
開
放
が
望
ま
れ
て
い
る
が
。

　
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
駐
車
場
は
、
管

理
運
営
を
指
定
管
理
者
が
行
っ
て
い
る

の
で
常
時
オ
ー
プ
ン
は
無
理
だ
が
、
閉

館
日
の
工
夫
は
協
議
す
る
。

状
況
把
握
し
て
有
料
に

で
き
る
か
検
討
す
る（
市
長
）

体
育
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

を
一
部
有
料
に

行政サービスとは何か？行政サービスとは何か？

有料駐車場有料駐車場

①行政サービスについて問う
②二元代表制について問う
③行政の継続性及び市政運営で見直す点につ
いて問う

 １ . 江上 隆行 ・・・・・・・・ P9

①福津市議会議員辞職の手続きについて
②津屋崎千軒なごみ及び福間体育センターの
駐車場管理について

 2 . 硴野 九州男・・・・・・・・ P9

①みんなですすめるまちづくりのために
②福津市複合文化センターについて
③通勤・通学路の安全確保について

 3 . 豆田 優子 ・・・・・・・・ P10

①師匠田の現状について
②不登校に対する取組みについて

 4 . 吉水 喜美子 ・・・・・・・ P10

①「福津市行財政集中改革プランの見直し」につ
いて

②子育て支援の充実・強化を
③住民サービスを支える市職員の働き方につい
て

④受動喫煙防止対策について

 5 . 戸田 進一 ・・・・・・・・ P11

答

問問 答答

問

0809

議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ

議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ



豆田　優子
まめだ ゆうこ

吉水　喜美子
よしみず き　み　こ

戸田　進一
と　だ しんいち

中村　清隆
きよたかなかむら

新
た
な
保
育
所
の
設
置

誘
致
含
め
て
考
え
る（
市
長
）

待
機
児
童
の
解
消
を

求
め
る

問
　
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
と
も
に
進
め

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
徹
底
し
た

情
報
の
公
開
で
あ
る
。
都
合
の
い
い
こ

と
も
、
不
都
合
な
こ
と
も
全
て
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
、
真
に
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
次
期
総
合
計
画

策
定
審
議
会
の
情
報
こ
そ
市
民
に
公
開

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
作
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
何
よ
り
重

視
す
べ
き
は
完
成
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
で

あ
る
。
し
っ
か
り
開
示
し
た
い
。
市
民

が
総
合
計
画
の
策
定
に
か
か
わ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
何
よ
り
重
要
だ
と
思
う
。
過
程
を

説
明
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答

▼
文
化
会
館
休
館
日
変
更
に
つ
い
て

　
文
化
会
館
は
、
現
在
月
曜
日
休
館
で

あ
る
が
、
４
月
か
ら
は
火
曜
日
休
館
と

な
る
。市
民
は
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
全
体
的
に
、
津
屋
崎
地
域
の
休
館
日

を
火
曜
日
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
き

な
方
針
で
あ
る
。
説
明
し
納
得
い
た
だ

く
以
外
に
方
法
は
な
い
。
決
し
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

▼
通
勤
・
通
学
路
の
安
全
確
保
は

　
個
人
宅
の
植
栽
の
せ
り
出
し
、
消
毒

に
つ
い
て
啓
発
で
き
な
い
か
。

　
お
願
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
可
能

で
あ
る
。
時
期
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
が
通
う
「
ひ
だ

ま
り
教
室
」（
適
応
指
導
教
室)

の
実

態
に
つ
い
て
①
平
成
28
年
度
通
室
者
数

は
。②
不
登
校
初
期
の
子
ど
も
へ
の
対

応
に
つ
い
て
。③
今
後
の
不
登
校
児
童
・

生
徒
へ
の
対
応
は
。

　
ひ
だ
ま
り
教
室
の
実
態
に
つ
い
て
①

平
成
28
年
の
通
室
者
数
２
月
現
在
で
12

名
。
体
験
入
室
も
含
め
る
と
最
大
で
15

名
の
子
ど
も
た
ち
が
通
室
。②
不
登
校

初
期
へ
の
対
応
は
、
長
期
欠
席
の
子
ど

も
た
ち
に
つ
い
て
は
毎
月
学
校
か
ら
市

教
育
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
る
月
例
報
告

を
も
と
に
、
ひ
だ
ま
り
教
室
と
関
係
学

校
と
の
連
携
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、

市
内
中
学
校
で
は
、
週
１
か
ら
月
１
回

答

問答
程
度
の
定
例
的
に
子
ど
も
支
援
会
議
を

開
催
し
、
ひ
だ
ま
り
も
支
援
参
加
し
て

い
る
。③
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
達

が
学
校
に
復
帰
で
き
る
よ
う
ひ
だ
ま
り

施
設
と
他
の
施
設
等
を
有
効
活
用
し
子

ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
。

▼
師
匠
田
の
現
状
に
つ
い
て

　
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
の
指
定
に
か
か
る
調
査

が
実
施
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
結
果

は
。

　
平
成
29
年
度
、
県
は
市
へ
の
調
査
結

果
を
示
し
、
意
見
聴
取
を
す
る
。
夏
頃

に
は
区
域
指
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

休館日変更は市民目線か休館日変更は市民目線か

問問

問

　
現
状
の
待
機
児
童
は
65
名
だ
が
、
今

後
の
人
口
流
入
で
さ
ら
に
膨
ら
む
。
解

消
の
た
め
に
は
、
空
地
の
市
有
地
等
を

活
用
し
認
可
保
育
所
の
設
立
が
必
要

だ
。
ま
た
、
保
育
士
確
保
の
た
め
に
近

隣
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
施
策
を
す
ぐ

に
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
「
市
の
子
育
て

計
画
」
は
、
新
た
な
保
育
所
設
立
を
誘

致
す
る
こ
と
も
含
め
、
３
カ
月
を
目
途

に
見
直
す
。
保
育
士
確
保
施
策
は
、
で

き
る
部
分
は
や
る
方
向
で
検
討
す
る
。

▼
就
学
援
助
制
度
の
充
実
を

　
国
の
制
度
変
更
で
、
４
月
か
ら
入
学

答

答答
準
備
金
が
倍
額
に
な
っ
た
が
、
対
象
が

要
保
護
世
帯
の
み
。
準
要
保
護
世
帯
に

も
広
げ
る
べ
き
。
広
げ
て
も
約
３
３
０

万
円
の
予
算
で
実
施
可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
入
学
準
備
金
の
支
給
が
現
在
は
７

月
だ
が
、
実
際
に
必
要
な
時
期
に
早
め

て
支
給
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
対
象
の
拡
充
は
、
早
く
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
支
給
時
期
の
変
更
は
厳
し
い

の
で
、
今
後
内
部
協
議
す
る
。

▼
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
充
実
を

　
市
長
公
約
の
小
６
ま
で
の
完
全
無
料

化
は
、
市
負
担
額
は
少
な
く
て
で
き
る

の
で
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
熟
議
の
上
、
６
月
議
会
で
示
す
。

問
　
福
津
市
学
童
保
育
所
の
定
員
と
実
入

所
者
数
及
び
入
所
率
は
。

　
福
間
南
し
ん
あ
い
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

定
員
40
名
、
入
所
者
数
78
名
、
入
所
率

１
９
５
％
。
勝
浦
小
学
校
は
、
定
員
20

名
、
入
所
者
数
29
名
、
入
所
率
１
４

５
％
。
福
間
小
学
校
は
、
定
員
90
名
、

入
所
者
数
１
０
０
名
、入
所
率
１
１
１
．

１
％
で
あ
る
。

　
平
成
29
年
度
の
待
機
児
童
数
は
。

　
３
学
童
保
育
所
で
計
17
名
で
あ
る
。

　
定
員
と
し
て
、
入
所
率
何
％
ま
で
、

市
は
許
可
し
て
い
る
の
か
。

答問問 答

答問答問答
　
弾
力
化
を
含
め
、１
２
０
％
が
目
安
。

毎
日
通
所
す
る
子
ど
も
た
ち
が
７
割
か

ら
８
割
と
い
う
状
況
で
、
１
人
で
も
多

く
お
預
か
り
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り

体
制
を
組
み
、
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
一
人
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
も
狭
く
、

部
屋
に
仕
切
り
が
な
い
等
、
保
育
の
で

き
る
環
境
で
は
な
い
と
思
う
が
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
つ
ら
い
と
思

う
が
、運
営
の
な
か
で
工
夫
し
て
い
く
。

　
保
育
料
に
関
し
、
一
部
県
の
助
成
が

予
定
さ
れ
、
市
の
持
ち
出
し
分
が
減
る

が
、学
童
の
運
営
な
ど
に
還
元
し
て
は
。

　
何
ら
か
の
形
で
、
子
ど
も
達
に
還
元

で
き
れ
ば
と
思
う
。

元気いっぱいの子どもたち元気いっぱいの子どもたち

策
定
の
過
程
は
し
っ
か
り

開
示
し
た
い（
市
長
）

総
合
計
画
策
定
過
程

の
公
開
を

子
育
て
事
業
計
画
を
反
映

さ
せ
対
応
す
る（
市
長
）

学
童
保
育
所
の
現
状

と
今
後
の
あ
り
方
は

「ひだまり教室」の学習発表会「ひだまり教室」の学習発表会学校敷地外に建設中の福間学童保育所学校敷地外に建設中の福間学童保育所

ひ
だ
ま
り
や
市
の
施
設
を

有
効
活
用
に（
教
育
長
）

不
登
校
児
童
生
徒
の

積
極
的
な
取
組
み
を

問答問答
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豆田　優子
まめだ ゆうこ

吉水　喜美子
よしみず き　み　こ

戸田　進一
と　だ しんいち

中村　清隆
きよたかなかむら

新
た
な
保
育
所
の
設
置

誘
致
含
め
て
考
え
る（
市
長
）

待
機
児
童
の
解
消
を

求
め
る

問
　
ま
ち
づ
く
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市
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と
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に
進
め
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た
め
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と
は
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徹
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し
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あ
る
。
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期
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計
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開

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
作
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が
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よ
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重
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あ
る
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か
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た
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市
民
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総
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計
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い
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う
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感
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よ
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思
う
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過
程
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る
こ
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を
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し
て
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策
定
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答

▼
文
化
会
館
休
館
日
変
更
に
つ
い
て

　
文
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会
館
は
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現
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曜
日
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館
で
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４
月
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休
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る
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。
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る
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住
民

サ
ー
ビ
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低
下
に
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が
ら
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。

▼
通
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・
通
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安
全
確
保
は

　
個
人
宅
の
植
栽
の
せ
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出
し
、
消
毒

に
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い
て
啓
発
で
き
な
い
か
。
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る
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問
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通
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ひ
だ

ま
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室
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適
応
指
導
教
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の
実
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に
つ
い
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①
平
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室
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ど
も
へ
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対

応
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つ
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徒
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応
は
。
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①
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名
。
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験
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校
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さ
れ
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携
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ま
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、
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内
中
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で
は
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週
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に
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を

開
催
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、
ひ
だ
ま
り
も
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参
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て
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一
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も
多
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ど
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達

が
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に
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で
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と
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等
を
有
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に
基
づ
く
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砂
災

害
警
戒
区
域
等
の
指
定
に
か
か
る
調
査

が
実
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さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
結
果

は
。

　
平
成
29
年
度
、
県
は
市
へ
の
調
査
結

果
を
示
し
、
意
見
聴
取
を
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る
。
夏
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に
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域
指
定
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れ
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の
で
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。
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に
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が
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対
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は
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で
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る
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に
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る
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時
期
の
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今
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の
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と
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及
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南
し
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あ
い
児
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ク
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ブ
は
、

定
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40
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、
入
所
者
数
78
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、
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勝
浦
小
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は
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定
員
20

名
、
入
所
者
数
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小
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は
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定
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90
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者
数
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１
％
で
あ
る
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平
成
29
年
度
の
待
機
児
童
数
は
。

　
３
学
童
保
育
所
で
計
17
名
で
あ
る
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定
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と
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、
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率
何
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ま
で
、

市
は
許
可
し
て
い
る
の
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１
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み
、
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る
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一
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当
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り
の
ス
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く
、

部
屋
に
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切
り
が
な
い
等
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保
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の
で
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る
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境
で
は
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い
と
思
う
が
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に
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ら
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と
思

う
が
、運
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な
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で
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い
く
。
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に
関
し
、
一
部
県
の
助
成
が

予
定
さ
れ
、
市
の
持
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出
し
分
が
減
る

が
、学
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の
運
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な
ど
に
還
元
し
て
は
。

　
何
ら
か
の
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で
、
子
ど
も
達
に
還
元

で
き
れ
ば
と
思
う
。
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た
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定
過
程

の
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開
を
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て
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業
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画
を
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せ
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行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
な
し

で
は
策
定
は
困
難（
市
長
）

行
革
し
な
い
で
総
合

計
画
が
で
き
る
の
か 井上　聡

いのうえ あきら

榎本　博
えのもと ひろし

問

問

　
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
の
利
用
状
況
調
査

が
行
わ
れ
、
平
成
30
年
度
見
直
し
に
向

け
た
検
討
段
階
と
な
る
が
、対
応
策
は
。

ま
た
、
既
存
の
Ｊ
Ｒ
バ
ス
、
西
鉄
バ
ス

な
ど
の
路
線
を
含
め
、
本
市
の
地
域
交

通
体
系
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
現
状
分
析
に
よ
る
素
案
の
作
成
、
住

民
説
明
会
等
の
開
催
、
協
議
会
で
の
実

施
計
画
の
検
討
、
交
通
体
系
協
議
会
で

の
実
施
計
画
の
検
討
を
行
い
、
運
行
の

準
備
を
経
て
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
新

た
な
運
行
を
開
始
す
る
。
既
設
の
民
間

事
業
者
と
の
協
調
を
図
り
、
市
民
が
利

用
し
や
す
い
運
行
体
系
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

既
存
の
Ｊ
Ｒ
、
西
鉄
バ
ス
な
ど
の
路
線

答

答
を
含
め
た
地
域
交
通
体
系
の
取
り
組
み

は
、
総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
連
携
し
た
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
を
作
成
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
都
市
形
成
、

公
共
交
通
を
活
用
し
た
観
光
振
興
策
の

展
開
、
福
祉
や
教
育
分
野
で
必
要
な
移

動
に
公
共
交
通
を
有
効
活
用
す
る
な

ど
、
様
々
な
分
野
で
公
共
交
通
の
役
割

を
明
確
に
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し

た
面
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ミ
ニ
バ
ス
の
住
民
説
明
会
は
出
席
者

が
少
な
く
問
題
が
あ
る
が
、対
応
策
は
。

　
今
回
の
住
民
説
明
会
は
、
こ
ち
ら
か

ら
積
極
的
に
出
る
方
向
で
検
討
を
進
め

て
い
る
。

問問
　
東
福
間
駅
に
隣
接
し
た
東
部
処
理
場

は
早
急
に
対
応
が
必
要
と
言
っ
て
き

た
。
さ
い
た
ま
市
と
規
模
は
違
う
が
規

模
よ
り
も
や
り
方
を
言
っ
て
い
る
。
広

告
費
が
安
い
業
界
紙
、
ネ
ッ
ト
で
公
募

を
し
て
で
も
民
間
と
と
も
に
取
組
み
は

す
ぐ
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
意
見
交
換

を
図
り
つ
つ
、
進
め
て
い
き
た
い
。

▼
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
昨
年
、
県

司
法
書
士
会
と
協
力
し
て
事
業
に
取
組

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
対
策
は
。

答

答問答
　
調
査
は
司
法
書
士
会
の
21
名
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
37
軒
を
特
定
し

た
。
特
定
さ
れ
た
空
き
家
の
所
有
者
に

対
し
て
適
正
管
理
や
売
却
を
含
む
活
用

を
促
す
手
紙
を
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
福
岡
県
小
竹
町
で
は
古
民
家
を
わ
ず

か
な
費
用
で
改
修
し
民
泊
で
体
験
し
、

定
住
化
を
図
る
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
市
で
は
価
値
の
あ
る
空
き
家
等
の

調
査
は
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
市
内
に
４
０
０
軒
ほ
ど
の
空
き
家
を

確
認
し
て
い
る
。
有
効
活
用
に
対
す
る

調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
津
屋
崎
空

き
家
応
援
団
が
着
物
カ
フ
ェ
に
空
き
家

を
活
用
し
た
事
例
が
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
民
間
と
連
携
を
し
な
が
ら
空
き
家
の

利
活
用
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

利用しやすいミニバスの運行を利用しやすいミニバスの運行を

横山　良雄
よこやま よしお

永島　直行
ながしま なおゆき

問問
　
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
白
紙
に

加
え
、全
て
の
公
共
施
設
の
管
理
計
画

も
１
年
か
け
て
見
直
す
と
の
こ
と
だ
が
、

行
財
政
改
革
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

総
合
計
画
も
で
き
な
い
で
は
な
い
か
。

　
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
が
ま
と
ま

ら
な
い
と
、
総
合
計
画
の
策
定
は
基
本

的
に
難
し
く
困
難
で
あ
る
。

　
選
挙
公
約
や
討
論
会
で
歳
出
予
算
を

原
則
に
歳
入
を
考
え
る
政
策
で
あ
る

が
、
限
り
あ
る
財
源
に
基
づ
き
総
合
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
財
政
需
要
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
積
み

上
げ
て
、
改
め
て
歳
出
プ
ラ
ン
の
見
通

答

し
を
議
会
や
市
民
に
示
し
て
い
く
。

▼
行
政
介
入
の
審
議
会
な
ど
な
い
の
で
は

　
行
財
政
改
革
審
議
会
の
答
申
（
行
財

政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
は
、
執
行
部
の

意
思
が
反
映
さ
れ
た
と
の
新
市
長
の
見

解
で
あ
っ
た
。
市
の
諮
問
機
関
に
行
政

が
介
入
し
た
の
か
。

　
審
議
会
は
、
現
場
視
察
に
加
え
て
数

値
デ
ー
タ
も
見
て
は
い
る
が
、
前
提
と

し
て
民
間
に
任
せ
る
も
の
は
民
間
に
、

廃
止
で
き
る
も
の
は
廃
止
と
の
方
針
が

あ
り
、
行
政
の
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。
審
議
委
員
の
選
出

も
行
財
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

も
、
全
く
手
続
き
上
問
題
は
な
か
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。

問

問

　
先
の
市
長
選
挙
で
、
市
内
、
駅
前
、

海
岸
通
り
、
投
票
所
前
の
大
通
り
な
ど

の
電
柱
に
違
反
と
思
わ
れ
る
た
く
さ
ん

の
原
﨑
市
長
の
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ

て
い
た
。
今
ま
で
の
全
て
の
選
挙
で
電

柱
に
掲
示
し
た
候
補
者
は
い
な
か
っ

た
。福
津
市
の
景
観
に
汚
点
を
残
し
た
。

福
津
市
景
観
条
例
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。
ま
た
こ
れ
は
選
挙
違
反
で
は
な

い
か
。

　
景
観
条
例
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、

い
け
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
こ

の
ポ
ス
タ
ー
は
政
治
活
動
用
で
選
挙
運

動
用
で
は
な
い
。
公
道
に
政
治
活
動
用

ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
こ
と
自
体
は
、
公
職

選
挙
法
上
政
治
活
動
の
規
定
に
抵
触
す

答

答
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
う
が
最
終
的
に

は
司
法
が
判
断
す
る
。

▼
農
業
・
漁
業
・
商
業
の
振
興
対
策
は

　
選
挙
の
討
議
資
料
の
中
に
農
業
・
漁

業
・
商
業
に
つ
い
て
ど
こ
に
も
掲
げ
て

い
な
い
。
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
不
安

を
抱
え
る
人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
。

こ
の
事
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺

う
。

　
選
挙
資
料
に
は
掲
げ
て
い
な
い
が
、

福
津
市
で
若
手
の
農
業
・
漁
業
の
従
事

者
が
生
き
が
い
と
志
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
力
点
を
置
い
て
進
め
て
い

く
。

集中改革プランの再認識を集中改革プランの再認識を

様
々
な
分
野
で
公
共
交
通

の
役
割
を
明
確
に（
市
長
）

地
域
交
通
体
系
の

今
後
の
対
策
は

抵
触
す
る
と
思
う
が
司
法

が
判
断
す
る
こ
と（
市
長
）

電
柱
掲
示
の
ポ
ス
タ
ー

は
選
挙
違
反
で
は

東部処理場跡の有効活用を東部処理場跡の有効活用を景観を損ねた政治活動ポスター景観を損ねた政治活動ポスター

郷
づ
く
り
協
議
会
と
意
見

交
換
を
図
り
取
組（
市
長
）

東
福
間
駅
周
辺
の

活
性
化
の
取
組
み
は

答

問答

1213

議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ

議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ



行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
な
し

で
は
策
定
は
困
難（
市
長
）

行
革
し
な
い
で
総
合

計
画
が
で
き
る
の
か 井上　聡

いのうえ あきら

榎本　博
えのもと ひろし

問

問

　
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
の
利
用
状
況
調
査

が
行
わ
れ
、
平
成
30
年
度
見
直
し
に
向

け
た
検
討
段
階
と
な
る
が
、対
応
策
は
。

ま
た
、
既
存
の
Ｊ
Ｒ
バ
ス
、
西
鉄
バ
ス

な
ど
の
路
線
を
含
め
、
本
市
の
地
域
交

通
体
系
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
現
状
分
析
に
よ
る
素
案
の
作
成
、
住

民
説
明
会
等
の
開
催
、
協
議
会
で
の
実

施
計
画
の
検
討
、
交
通
体
系
協
議
会
で

の
実
施
計
画
の
検
討
を
行
い
、
運
行
の

準
備
を
経
て
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
新

た
な
運
行
を
開
始
す
る
。
既
設
の
民
間

事
業
者
と
の
協
調
を
図
り
、
市
民
が
利

用
し
や
す
い
運
行
体
系
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

既
存
の
Ｊ
Ｒ
、
西
鉄
バ
ス
な
ど
の
路
線

答

答
を
含
め
た
地
域
交
通
体
系
の
取
り
組
み

は
、
総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
連
携
し
た
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
を
作
成
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
都
市
形
成
、

公
共
交
通
を
活
用
し
た
観
光
振
興
策
の

展
開
、
福
祉
や
教
育
分
野
で
必
要
な
移

動
に
公
共
交
通
を
有
効
活
用
す
る
な

ど
、
様
々
な
分
野
で
公
共
交
通
の
役
割

を
明
確
に
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し

た
面
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ミ
ニ
バ
ス
の
住
民
説
明
会
は
出
席
者

が
少
な
く
問
題
が
あ
る
が
、対
応
策
は
。

　
今
回
の
住
民
説
明
会
は
、
こ
ち
ら
か

ら
積
極
的
に
出
る
方
向
で
検
討
を
進
め

て
い
る
。

問問
　
東
福
間
駅
に
隣
接
し
た
東
部
処
理
場

は
早
急
に
対
応
が
必
要
と
言
っ
て
き

た
。
さ
い
た
ま
市
と
規
模
は
違
う
が
規

模
よ
り
も
や
り
方
を
言
っ
て
い
る
。
広

告
費
が
安
い
業
界
紙
、
ネ
ッ
ト
で
公
募

を
し
て
で
も
民
間
と
と
も
に
取
組
み
は

す
ぐ
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
意
見
交
換

を
図
り
つ
つ
、
進
め
て
い
き
た
い
。

▼
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
昨
年
、
県

司
法
書
士
会
と
協
力
し
て
事
業
に
取
組

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
対
策
は
。

答

答問答
　
調
査
は
司
法
書
士
会
の
21
名
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
37
軒
を
特
定
し

た
。
特
定
さ
れ
た
空
き
家
の
所
有
者
に

対
し
て
適
正
管
理
や
売
却
を
含
む
活
用

を
促
す
手
紙
を
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
福
岡
県
小
竹
町
で
は
古
民
家
を
わ
ず

か
な
費
用
で
改
修
し
民
泊
で
体
験
し
、

定
住
化
を
図
る
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
市
で
は
価
値
の
あ
る
空
き
家
等
の

調
査
は
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
市
内
に
４
０
０
軒
ほ
ど
の
空
き
家
を

確
認
し
て
い
る
。
有
効
活
用
に
対
す
る

調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
津
屋
崎
空

き
家
応
援
団
が
着
物
カ
フ
ェ
に
空
き
家

を
活
用
し
た
事
例
が
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
民
間
と
連
携
を
し
な
が
ら
空
き
家
の

利
活
用
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

利用しやすいミニバスの運行を利用しやすいミニバスの運行を

横山　良雄
よこやま よしお

永島　直行
ながしま なおゆき

問問
　
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
白
紙
に

加
え
、全
て
の
公
共
施
設
の
管
理
計
画

も
１
年
か
け
て
見
直
す
と
の
こ
と
だ
が
、

行
財
政
改
革
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

総
合
計
画
も
で
き
な
い
で
は
な
い
か
。

　
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
が
ま
と
ま

ら
な
い
と
、
総
合
計
画
の
策
定
は
基
本

的
に
難
し
く
困
難
で
あ
る
。

　
選
挙
公
約
や
討
論
会
で
歳
出
予
算
を

原
則
に
歳
入
を
考
え
る
政
策
で
あ
る

が
、
限
り
あ
る
財
源
に
基
づ
き
総
合
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
財
政
需
要
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
積
み

上
げ
て
、
改
め
て
歳
出
プ
ラ
ン
の
見
通

答

し
を
議
会
や
市
民
に
示
し
て
い
く
。

▼
行
政
介
入
の
審
議
会
な
ど
な
い
の
で
は

　
行
財
政
改
革
審
議
会
の
答
申
（
行
財

政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
は
、
執
行
部
の

意
思
が
反
映
さ
れ
た
と
の
新
市
長
の
見

解
で
あ
っ
た
。
市
の
諮
問
機
関
に
行
政

が
介
入
し
た
の
か
。

　
審
議
会
は
、
現
場
視
察
に
加
え
て
数

値
デ
ー
タ
も
見
て
は
い
る
が
、
前
提
と

し
て
民
間
に
任
せ
る
も
の
は
民
間
に
、

廃
止
で
き
る
も
の
は
廃
止
と
の
方
針
が

あ
り
、
行
政
の
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。
審
議
委
員
の
選
出

も
行
財
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

も
、
全
く
手
続
き
上
問
題
は
な
か
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。

問

問

　
先
の
市
長
選
挙
で
、
市
内
、
駅
前
、

海
岸
通
り
、
投
票
所
前
の
大
通
り
な
ど

の
電
柱
に
違
反
と
思
わ
れ
る
た
く
さ
ん

の
原
﨑
市
長
の
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ

て
い
た
。
今
ま
で
の
全
て
の
選
挙
で
電

柱
に
掲
示
し
た
候
補
者
は
い
な
か
っ

た
。福
津
市
の
景
観
に
汚
点
を
残
し
た
。

福
津
市
景
観
条
例
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。
ま
た
こ
れ
は
選
挙
違
反
で
は
な

い
か
。

　
景
観
条
例
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、

い
け
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
こ

の
ポ
ス
タ
ー
は
政
治
活
動
用
で
選
挙
運

動
用
で
は
な
い
。
公
道
に
政
治
活
動
用

ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
こ
と
自
体
は
、
公
職

選
挙
法
上
政
治
活
動
の
規
定
に
抵
触
す

答

答
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
う
が
最
終
的
に

は
司
法
が
判
断
す
る
。

▼
農
業
・
漁
業
・
商
業
の
振
興
対
策
は

　
選
挙
の
討
議
資
料
の
中
に
農
業
・
漁

業
・
商
業
に
つ
い
て
ど
こ
に
も
掲
げ
て

い
な
い
。
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
不
安

を
抱
え
る
人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
。

こ
の
事
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺

う
。

　
選
挙
資
料
に
は
掲
げ
て
い
な
い
が
、

福
津
市
で
若
手
の
農
業
・
漁
業
の
従
事

者
が
生
き
が
い
と
志
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
力
点
を
置
い
て
進
め
て
い

く
。

集中改革プランの再認識を集中改革プランの再認識を

様
々
な
分
野
で
公
共
交
通

の
役
割
を
明
確
に（
市
長
）

地
域
交
通
体
系
の

今
後
の
対
策
は

抵
触
す
る
と
思
う
が
司
法

が
判
断
す
る
こ
と（
市
長
）

電
柱
掲
示
の
ポ
ス
タ
ー

は
選
挙
違
反
で
は

東部処理場跡の有効活用を東部処理場跡の有効活用を景観を損ねた政治活動ポスター景観を損ねた政治活動ポスター

郷
づ
く
り
協
議
会
と
意
見

交
換
を
図
り
取
組（
市
長
）

東
福
間
駅
周
辺
の

活
性
化
の
取
組
み
は

答

問答
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大久保　三喜男
おおくぼ み　き　お

問

問

　
福
津
市
に
は
、
年
間
５
０
０
万
人
近

く
の
観
光
客
が
来
て
い
る
。「
藍
の
家
」

に
も
２
万
人
前
後
来
て
い
る
が
、
男
女

用
一
カ
所
だ
け
で
一
日
に
千
人
近
く
来

た
時
な
ど
、
対
応
不
可
能
で
あ
る
。

近
く
の
ト
イ
レ
を
使
用
と
言
う
が
高
齢

者
・
女
性
の
観
光
客
が
多
く
体
調
不
良

や
急
な
時
、
大
変
困
っ
て
い
る
。

男
性
用
の
改
修
（
男
女
両
用
）
と
、
近

く
に
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
を
求
め
る
。

　「
藍
の
家
」
を
中
心
に
８
か
所
の
公

共
ト
イ
レ
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
使
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
現
段
階
で
設
置

は
考
え
て
い
な
い
。改
修
も
で
き
な
い
。

公
衆
ト
イ
レ
は
、
こ
れ
か
ら
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

答

答 ▼
通
行
困
難
な
道
路
の
改
良
を

　
降
雨
の
た
び
に
水
溜
ま
り
が
で
き
通

学
や
通
行
に
大
変
不
便
を
与
え
て
い
る
。

自
治
会
や
一
般
質
問
で
数
年
前
か
ら
改

良
要
求
を
し
て
い
る
。
市
民
が
困
っ
て

い
る
こ
と
は
早
急
に
対
応
す
べ
き
だ
。

　
特
に
、
水
溜
ま
り
が
ひ
ど
い
箇
所
は

ど
の
方
法
が
有
効
か
検
討
中
で
あ
る
。

▼
夕
陽
館
に
つ
い
て

　
高
齢
者
・
市
民
の
健
康
維
持
管
理
施

設
と
し
て
今
後
も
継
続
す
べ
き
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
個
別
施
設
の
あ
り
方
を
市
民
・
議
会

の
皆
さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い
。

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
の
課
題（
市
長
）

津
屋
崎
千
軒
通
り
に

公
衆
ト
イ
レ
設
置
を

「藍の家」の近くに公衆トイレを「藍の家」の近くに公衆トイレを

下記議案については全員賛成で可決・同意

○は賛成　●は反対　－は欠席※議長は可否同数の場合以外は表決に参加しません

議員名

議案名

結
　果

可
決
可
決
可
決

議案第   1号
議案第   2号
議案第   4号
議案第   5号
議案第   6号
議案第   7号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
議案第14号
議案第15号
議案第16号
議案第17号
議案第18号
議案第19号
発議第   2号

平成28年度福津市一般会計補正予算（第4号）について
平成28年度福津市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）について
平成28年度福津市介護保険事業特別会計補正予算（第3号）について
平成28年度福津市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）について
平成28年度福津市公共下水道事業会計補正予算（第2号）について
平成29年度福津市一般会計予算について
平成29年度福津市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について
平成29年度福津市公共下水道事業会計予算について
福津市空家等の適正管理に関する条例の制定について
福津市附属機関設置条例を改正することについて
福津市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び福津市職員の育児休業等に関する条例を改正することについて
福津市個人情報保護条例及び福津市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例を改正することについて
福津市あき地等管理の適正化に関する条例を改正することについて
市道路線の認定、廃止及び変更について
平成28年度福津市一般会計補正予算（第5号）について
市議会議員選挙日を緩和することを求める意見書

椛
村
　
公
彦

永
島
　
直
行

硴
野
九
州
男

大
久
保
三
喜
男

永
山
　
麗
子

米
山
　
　
信

井
上
　
　
聡

江
上
　
隆
行

吉
水
喜
美
子

榎
本
　
　
博

戸
田
　
進
一

豆
田
　
優
子

横
山
　
良
雄

蒲
生
　
　
守

西
野
　
正
行

永
島
　
誠
也

中
村
　
清
隆

平成２８年度福津市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）について
議案第３号

平成２９年度福津市後期高齢者医療事業特別会計予算について
議案第９号

平成２９年度福津市介護保険事業特別会計予算について
議案第１０号

平成２９年度福津市国民健康保険事業特別会計予算について
議案第８号

可
決

賛  否  表

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議会を傍聴してみませんか
6月定例会は、平成29年6月5日（月）9時30分からの予定。

本会議の様子をインターネットで生中継・録画配信しています！

録画中継は議会閉会後、概ね 10 日以内に配信します。
【アクセス方法】福津市議会  ⇒  議会中継・録画配信   

詳しくは、議会事務局（43-8144）にお尋ねください。

議会にアクセスしよう！

　
議
会
広
報
編
集
室
の
窓
か
ら
溢

れ
ん
ば
か
り
の
桜
の
花
が
咲
い
て

い
る
。入
学
・
就
職
と
人
生
の
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
新
入
生
・
新
成
人
の

声
が
聞
こ
え
る
４
月
。期
待
と
希

望
が
胸
膨
ら
む
時
期
。議
会
広
報

の
メ
ン
バ
ー
も
代
わ
り
、意
欲
的
に

紙
面
の
刷
新
作
業
が
始
ま
っ
た
。

　
３
月
定
例
会
は
、原
﨑
智
仁
新
市
長
を
迎

え
て
の
開
催
。多
く
の
市
民
の
関
心
が
集
ま

り
、議
会
傍
聴
者
も
多
か
っ
た
。

　
市
長
に
よ
る
政
策
予
算
は
６
月
定
例
会

に
な
る
も
の
の
、一般
質
問
の
や
り
と
り
で
市

政
経
営
の一端
が
見
ら
れ
た
。市
長
は
、予
算

編
成
に
当
た
っ
て
、歳
出
を
先
に
決
め
て（
予

算
の
出
口
）、財
源
を
充
て
る（
予
算
の
入

口
）と
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。ま
た

財
源
の
充
当
に
は
基
金（
市
の
貯
金
）の
切

り
崩
し
も
考
え
る
と
の
答
弁
。

　
市
民
本
位
の
予
算
編
成
を
強
調
す
る
が
、

自
主
財
源
約
60
億
円
の
福
津
市
。現
在
約
２

０
０
億
円
の
予
算
を
作
成
し
て
い
る
中
で
、

ど
こ
か
ら
財
源
を
見
い
だ
し
政
策
に
反
映

す
る
の
か
。市
長
の
手
腕
を
期
待
す
る
も
、

議
会
と
し
て
も
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

蒲
生
　
守

発
行
責
任
者

委

員

長

副

委

員

長

委

員

椛
　
村
　
公
　
彦

蒲
　
生
　
　
　
守

豆
　
田
　
優
　
子

永
　
島
　
誠
　
也

横

山

良

雄

井
　
上
　
　
　
聡

永
　
山
　
麗
　
子

議会広報調査特別委員会 編 集 後 記

福津市議会 検  索

表紙の写真「福間小学校」

今
、福
津
市
の

人
口
増
は
顕
著

に
な
っ
て
き
た
。

福
間
小
学
校
に

お
い
て
は
、卒
業

生
が
94
名
に
対

し
、新
1
年
生
は

１
６
４
名
、約
2

倍
の
児
童
数
で

あ
る
。

今
後
、福
間
南

小
学
校
に
通
っ

て
い
た
花
見
自

治
区
の
児
童
た

ち
が
平
成
31
年
度
か
ら
す
べ
て
福
間
小
学
校
に
通
う
こ

と
に
な
る
校
区
改
編
や
サ
ン
ピ
ア
福
岡
跡
地
に
約
５
０

０
戸
の
住
宅
団
地
が
で
き
る
な
ど
、児
童
数
の
増
加
の

要
因
が
あ
る
。

ま
た
、現
在
使
わ
れ
て
い
る
校
舎
は
昭
和
40
年
建
築

（
築
52
年
）で
あ
り
、経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
建
物
で

も
あ
っ
た
。

市
は
今
回
の
小
学
校
改
築
に
当
た
り
、将
来
児
童
数

を
推
計
。ピ
ー
ク
時
の
平
成
33
年
度
に
は
１
１
７
３
名
、

必
要
教
室
数
を
34
と
し
た
。将
来
的
に
不
足
教
室
は
、

リ
ー
ス
校
舎
で
対
応
す
る
計
画（
リ
ー
ス
校
舎
建
設
用

地
を
設
定
）。

全
国
的
に
は
少
子
化
が
進
み
、統
廃
合
の
小・中
学
校

が
増
え
て
い
る
現
状
か
ら
学
校
建
設
費
の
国
庫
補
助
金

が
減
る
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。福
間
小
学
校
の
建
設
費

に
お
い
て
も
市
予
算
が
約
７
割
使
わ
れ
る
。今
後
、福

間
中
学
校
と
福
間
南
小・津
屋
崎
小
学
校
の
増
改
築
が

予
想
さ
れ
る
。よ
り
い
っ
そ
う
の
財
政
負
担
が
か
か
っ
て

く
る
。

問答

（中学生以上であれば傍聴席へ入ることができます）託児サービスがあります！
生後6ヶ月から就学前までのお子様をお預かりしますので、是非託児サービスをご利用ください。
傍聴希望日の5日前まで（土・日・祝日除く）のお申し込みが必要です。
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